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石井・石橋基金 慶應義塾教育研究発展事業 

平成 28(2016)年度 Keio University Global Fellow（私費留学助成）の公募について 

 

慶應義塾教育研究発展事業 

運営委員会 

 

 

 

 

慶應義塾教育研究発展事業の一貫として、本塾大学院において留学を通じて研究者を志す者、ある

いは実業界における高度職業人を志す者、等に対する助成を行うこととしました。義塾が進めるスー

パーグローバル事業の核となる重点領域（長寿、安全、創造）を念頭におきつつ、広く国内外の重要

課題の解決に向けて積極的にチャレンジする者を主な対象とします。 

 

１. 助成対象者（応募資格） 

以下の条件をすべて満たす者。 

① 本塾の大学院に在籍する者。（外国人留学生および特別学生は除く。） 

② 海外の大学院における学位取得のための私費留学が確定している者。（義塾の交換協定に基

づく留学は除く。）*1 

③ 指導教員から推薦を受けた者。 

④ 留学先の指導教員から受入れが許可されている者。*2 

⑤ 人物および学業成績が優秀で、心身ともに健康である者。 
*1 入学先が一意に決まっており、申請期間内に入学許可が証明できる者が対象となります。 

*2 専門職系大学院（プロフェッショナル・スクール）等、留学先に特定の指導教員がいない場合は除きます。 

 

２. 募集人数 

４名程度 

 

３. 審査方針 

平成２８（２０１６）年度事業は以下の方針で審査を行います。 

・申請フォーマット（以下、申請書類とする）に基づき、塾長室に設置する審査委員会が第１次

審査を行います。第１次審査に合格した者に対して面接による第２次審査を実施します。 

・留学先は、Times Higher Education (THE)、Quacquarelli Symonds (QS)などの世界大学ラン

キングにおいて上位に位置するような国際的に定評のある機関が望ましく、留学目的、学修・

研究計画等を審査します。 

・申請期間内に、留学先からの入学許可が証明できる者が対象となります。 

 

４. 助成期間 

単年度（留学開始月より１年間）の助成を原則とします。ただし、特別の事由がある場合は１回

に限り、次年度の助成継続申請を認めることがあります（「１２．次年度助成継続申請」参照）。 

 

５. 助成金額 

留学期間中の学費、生活費等として、１人あたり年間最大５００万円を支給します。  

申請書(Word ファイル)は指導教員を通じて入手してください。 
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６. 申請書類の作成について 

  ・申請書類の作成について 

(1) 推薦を受ける指導教員より、所定の申請書（申請書類①）を入手し、申請書の「(4)推薦

状」以外の部分を作成する。 

(2) 申請書類②～⑤を準備する。申請書類⑤は、留学受入先指導教員へ推薦状の作成を依頼す

る。（詳細については以下*4を参照のこと。） 

(3) すべての申請書類が揃っていることを確認し、推薦を受ける指導教員に提出する。 

（申請書類①は、紙と電子媒体の両方を提出すること） 

 

  ・申請書類 

申請書類 提出対象 提出媒体 

① 所定の申請書*3 
（指導教員の推薦状を含む） 

全員必須 
紙 および 電子媒体
(MS-Word ファイル形式) 

② 成績関係書類（大学学部および 
大学院の学業成績証明書または 
学業成績表のコピー） 

全員必須 紙 もしくは 電子媒体 

③ 留学先の授業料に関する参考資料 全員必須 紙 もしくは 電子媒体 

④ 留学先の受入を証明する書類の 
コピー 

全員必須 紙 もしくは 電子媒体 

⑤ 留学受入先の指導教員の推薦状 
（指導教員の署名を含む）*4 

任意 
電子媒体 
(PDF 形式, 書式は自由) 

*3「① 所定の申請書」は日本語による記載が必要です。 

*4「⑤ 留学受入先の指導教員の推薦状」を提出する場合は、学生本人から留学受入先の指導教員に推薦状の作

成を依頼し、留学受入先の指導教員から直接本事務局宛にメール添付にて、申請期間内に提出していただい

てください。なお、推薦状には必ず留学受入先の指導教員（推薦状作成者）の署名が必要です。 

 

７. 申請期間 

２０１６年４月２０日(水)～２０１６年５月３１日(火)１７：００（締切） 

 

８. 審査・採択の流れ 

以下のような流れとなります。 

事項 日程 

申請期間 
２０１６年４月２０日(水) ～ 

２０１６年５月３１日(火) 

第１次審査結果通知 ２０１６年６月中旬 

第２次審査（面接） ２０１６年６月中旬～下旬 

最終審査結果通知 ２０１６年６月下旬 

 

９. 結果の通知 

  審査結果は指導教員および申請者本人宛てに、メールにて通知されます。 

 

１０. 採択者への助成金振込み 

助成金の振込み時期および受給手続き方法については、採択後に調整することとなります。 
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１１. 活動報告と義塾の広報活動への協力義務 

本事業に採択された者は、留学先における学修・研究活動等を定期的に義塾に報告し、また、義

塾の研究教育活動の一環として広報活動にご協力いただくことが条件となります。 

また、本事業に採択された者は、「Keio University Global Fellow 2016」の称号が付与され

ます。 

 

１２. 次年度助成継続申請 

本事業は単年度（留学開始月より１年間）の助成を原則とします。ただし、特別の事由がある場

合は１回に限り、次年度の助成継続申請を認めることがあります。（助成の継続を希望する期間

は本塾大学大学院に在籍していることが申請の条件となります。）本事業に採択された者が、次

年度の助成継続を申請する場合は、以下の書類を助成期間が終了する２ヶ月前までに、本事務局

宛に提出してください。 

 ① 留学先の指導教員、およびそれに準ずる教員が作成した評価書 

 ② 本人が作成した学修・研究状況に関する報告書 

 ③ 本人が作成した助成継続申請理由書 

 提出書類に基づき、本事業審査委員会が助成継続の可否を審査いたします。 

 

１３. 帰国後に提出する書類 

留学を終えて帰国後１ヶ月以内に、以下の書類を本事務局宛に提出してください。 

 ① パスポートの写し（本人氏名・自署の箇所、出国日・入国日がわかる箇所） 

 ② 留学先の大学で発行する学位取得を証明するもの。 

 

１４. その他 

・当事業の申請において提出いただいた各種書類・証明書等は返却いたしません。 

・申請書類の記載内容に変更が生じた場合は、速やかに本事務局までご連絡ください。 

・次の場合には、支給された金額の全額または一部の返還を求めることがあります。 

① 助成金を交付してから留学を開始するまでの間に留学を取りやめた場合。 

② 留学を途中で中止した場合。ただし、安全面および本人の健康面により中止せざるを

得なかった場合は考慮します。 

③ 留学先で学位を取得できなかった場合（学位取得に相当する成果を得られたと認めら

れる場合はこの限りではありません）。 

④ 学内諸規則に違反し、または学業を怠り気品を害ね、その他学生としての本分にもと

る行為のあった者と教育研究発展事業運営委員会により認められた場合。 

・本事業は、他の奨学金や助成金の申請を妨げるものではありません。ただし併用については、

他の制度の定める基準に準じます。 

・本事業は経常的事業とは異なり、２年後には見直しを行います。 

 

１５. 問い合わせ先 

塾長室企画担当（塾監局３階 塾長室内） 

メールアドレス：kikaku-prj@adst.keio.ac.jp 

※ 問い合わせはメールにて受け付けております。 

以上 
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